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【主な変更履歴】 ※大きな変更箇所は，本文中に赤文字で示しています。

＜第２版：8 月 13 日＞ 

○表紙等

・信州大学教育学部正門付近の写真を追加

・「実行委員長挨拶」と「大会テーマ設定の趣旨」のページを追加

○第 10 分科会

・10:50～11:40 に梅澤収会員ほかの発表を追加

・総括討論を 11:40～に変更

○課題研究Ⅲ

・登壇順（原稿掲載順）を変更

○全体

・氏名の表記（氏と名の間にスペースを追加）など書式の統一
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日本教師教育学会第 25 回研究大会実行委員長より（ご挨拶） 

信州大学学術研究院教育学系 三崎 隆

このたび，日本教師教育学会第 25 回研究大会を，9 月 19 日（土）・20 日（日）の 2 日間に

渡りまして，信州大学教育学部において開催させていただくこととなりました。信州大学は，

長野県にある唯一の国立大学法人であり，松本市に本部キャンパスをおき，８学部が県内５地

区に分散する総合大学です。その中で，会場となる教育学部は最も北の「西長野キャンパス」

に位置し，教員養成を中核とする学部教育と，大学院修士課程教育学研究科を有し，平成 28
年 4 月には教職大学院が開校される予定です。 
 さて，このたびは教師教育をめぐる今日の様々な課題に対して日頃から活発にかつ熱心に研

究を進めておられる日本教師教育学会の研究大会を本学にて開催できますことを大変光栄に存

じます。研究大会開催の機会をくださいましたことに心から感謝申し上げます。

 本研究大会では，少子化・人口減少化が進む現在，これからの学校と教師に求められる役割

を探り，日本の喫緊の課題となっている少子高齢社会における教育と教師教育のあり方を指向

する機会を持ちたいと考えております。第一日目の公開シンポジウムでは，本研究大会のメイ

ン・テーマを受けて，「少子・人口減少社会に求められる教育と教師教育のあり方」と題し，少

子・人口減少社会に求められる地域政策や教育改革に先駆的に取り組んできた専門家，研究者，

実践者を招聘しております。今後求められる教育と教師教育のあり方をどのようにとらえ，い

かにして人口減少社会の中で教育実践をデザインしていくのかを議論したいと思います。

 また，課題研究は同一時間帯（２日目午後）に４つの分科会に分かれて議論を展開いたしま

す。それぞれのテーマは，特別課題研究が「震災･学校危機と教師教育」，課題研究Ⅰを「教師

教育学の独自性と方法論研究」，課題研究Ⅱを「教師教育研究の国際化と比較研究の課題」，そ

して課題研究Ⅲを「教師教育における実践性と高度化」と設定しました。各視点から進められ

てきている研究課題に関しまして，その成果と課題をより広くより深く議論していただける場

としてご活用いただけるよう実施いたします。課題研究に関する概要は会場の北校舎２階の展

示スペースにて，初日より一部の分科会による資料展示が行われます。

そして，今大会では２日間で計 85 本の自由研究発表が予定されています。全国から多くの

皆様方からの申し込みをいただきましたことに際し，この場をお借りして厚くお礼申し上げま

す。また，ご多忙の中，分科会の司会をご快諾くださった会員の皆様にも心より感謝申し上げ

ます。大会実行委員会としましては，分科会構成等に関しまして発表者のご要望やテーマ内容

等を総合的に考慮して，できるかぎり分科会ごとの総括討議が充実するように組み合わせに意

を尽くしたつもりですが，どうしても議論を絡めにくい分科会も生まれてしまいます。その点

に関しましては，司会者の皆様に臨機応変にご対応いただきたいと思います。

 これらの他にも，ポスター発表，４つのラウンド・テーブルが予定されています。いずれも

興味深い内容がエントリーされました。ご参加いただく皆様方による闊達な議論により，充実

した研究大会にしていただけることを心より願っております。私どもの気づかない点でもいろ

いろ行き届かないことが多々あろうかと思いますが，お気軽にご意見ご要望をご連絡いただけ

れば幸いです。

 最後になりましたが，会場となります本学教育学部キャンパスは善光寺に近く，歴史と文化

の薫り高い門前町の町並みに繋がっております。学会にご参加いただいて，信州の歴史と文化，

そして秋の味覚をお楽しみいただけることを願っております。より多くの会員の皆様のご参加

を心よりお待ち申し上げております。
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日本教師教育学会第 25 回研究大会 

 大会テーマ「少子・人口減少社会に求められる学校と教師」 

 

【テーマ設定の趣旨】 

 

 1900 年当時 4,385 万人だったわが国の人口は，2000 年までの１世紀間に 3 倍（12,669

万人）に急増しましたが，2100 年までの１世紀間に 3 分の 1（4,771 万人）に急減する人

口減少社会になると予想されています。特に，平成 17 年から総人口が減少し始めたこと

で，高齢化問題と共に少子化問題も重要な政治課題となってきました。現在の小学生が働

き盛りの年齢に到達する 2040 年頃には日本の高齢化率は 36％を超え，15 歳以上の働き手

1.5 人で１人の高齢者を支えるという高齢社会になり，日本の国家財政の膨大な累積債務

は，人口がさらに減り続ける将来世代に重くのしかかることになります。また，人口減少

と並行して人口の三大都市圏への集中も進み，一方の中山間地では過疎化が深刻な状況に

なっています。 

 例えば長野県では，77 市町村のうち小・中学校が 1 校ずつしか設置されていない自治体

はすでに 24 町村にのぼりますが，地理的条件からこれ以上の統廃合が不可能な地域も多

く，学校の小規模化・少人数学級は確実に増えていくことになります。 

 一方，教員免許の課程認定を受ける高等教育機関は毎年増え続け，それに応じた教職課

程の授業と教育実習が展開されているものの，実際に教員になる人は毎年免許取得者の１

割程度でしかありません。少子化が進むことで，教員養成や採用のあり方にも何らかの対

応が迫られてくるものと思われます。 

 本大会では，以上のような現状認識に基づき，大会テーマを「少子・人口減少社会に求

められる学校と教師」としました。人口減少社会という枠組みの変化に即して，教員養成

段階の法的基準やカリキュラム，教員採用のシステム，教員研修のあり方など様々な側面

から見直しが迫られることを想定して，公開シンポジウムのテーマを「少子・人口減少社

会に求められる教育と教師教育のあり方」としました。地域の人材育成や政策立案の分野

で注目されている青山社中ＣＥＯの朝比奈氏をはじめ，地元長野県の中山間地で１中学校

と５小学校を統合して小中一貫校を設立するプロセスに中心となって尽力された信濃小中

学校の峯村校長，長野県教育委員会で少子化の問題に取り組む義務教育課の三輪指導主事

の計３名にご登壇いただきます。指定討論者には，へき地教育に関して多くのご研究を発

表しておられる北海道教育大学の玉井教授にお願いしました。それぞれの立場で人口減少

社会に求められる学校と教師についてお話いただき，小規模校・少人数学級という現実に

どう向き合うかを議論する機会としたいと思います。どうぞふるってご参加ください。 
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日本教師教育学会第 25 回研究大会 

１．大会テーマ，主催・後援 

大会テーマ：「少子・人口減少社会に求められる学校と教師」

主 催：日本教師教育学会

後 援：文部科学省，公益財団法人信濃教育会，長野県教育委員会，

長野市教育委員会，信州大学教育学部 ※申請中・予定を含む

２．大会日程・会場 

前 日：2015（平成 27）年 9 月 18 日（金） 於：善光寺宿坊「常智院」 

〒380-0851 長野県長野市元善町 478  電話 026-235-4012 

14：30～ 年報編集委員会  

17：00～ 新旧合同全国理事会 

第１日：2015（平成 27）年 9 月 19 日（土） 於：信州大学教育学部 

第２日：2015（平成 27）年 9 月 20 日（日） 於：信州大学教育学部 

信州大学教育学部（国立大学法人信州大学 長野（教育）キャンパス）

〒380-8544 長野県長野市西長野６－ロ 

第 1 日 9 月 19 日（土） 第 2 日 9 月 20 日（日） 

8：30～00：00 受付開始 8：30～00：00 受付開始

9：00～12：00 自由研究発表（1） 

第１～第 10 分科会 

9：00～12：00 自由研究発表（2） 

第 11～第 20 分科会 

12：00～13：00 昼食（生協食堂等） 12：00～13：00 昼食（生協食堂等）

13：00～14：00 定期総会 13：00～16：00 課題研究Ⅰ～Ⅲ， 

特別課題研究

14：10～17：00 公開シンポジウム 16：15～17：45 ラウンドテーブルⅠ～Ⅳ

17：15～19：15 情報交換会

北校舎（Ｎ館） 課題研究，自由研究発表，ポスター発表，ラウンドテーブル

東校舎（Ｅ館） 公開シンポジウム，定期総会

図書館 情報交換会

泉会館 生協食堂，売店，自動販売機

※自家用車でのご来場はできるだけご遠慮ください。

※同じ長野市内に工学部等がある長野（若里）キャンパスがあります。ご注意ください。
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交通・キャンパス案内 http://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/maps/map01.html 

アルピコバス

１）JR 長野駅善光寺口を出て，①番乗り場から，「善光寺大門行き」，「善光寺経由宇木行

き」，「善光寺・西条経由若槻東条行き」，「善光寺・若槻団地経由若槻東条行き」のい

ずれかに乗車（約 10 分），バス停「花の小路」下車して進行方向にある「大門」交差

点を左折し，徒歩 5 分（約 300m）西へ直進すると右側に長野（教育）キャンパスが

あります。片道 150 円（大人）です。 

２）JR 長野駅善光寺口を出て，⑦番乗り場から，「県道経由戸隠中社行き」，「鬼無里行き」，

「川後経由滝屋行き」のいずれかに乗車（10 分），バス停「信大教育学部前」下車し

て道路を挟んで正面に長野（教育）キャンパスがあります。片道 150 円（大人）です。 

ぐるりん号 

１）JR 長野駅善光寺口を出て，④番乗り場から，中心市街地循環バス『ぐるりん号』に乗

車（10 分），バス停「信大教育学部前」下車して道路を挟んで正面に長野（教育）キ

ャンパスがあります。乗車１回 150 円（大人）です。 

※JR 長野駅善光寺口を出て，⑦番乗り場からも中心市街地循環バス『ぐるりん号』に

乗車できますが，その場合は，バス停「信大教育学部前」を通りません。

※いずれも，次の Web サイトから，バス時刻表をご確認ください。

http://www.alpico.co.jp/access/station/nagano_sta_new.html 
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３．研究大会参加費・情報交換会参加費について 

研究大会参加費・情報交換会費は以下のとおりです。

学生・院生の参加費の適用は，専任として所属機関のない学生・院生の場合に限ります。

参加費 研究大会 情報交換会

会員
一般 2,000 円 3,000 円 

学生・院生 1,000 円 2,000 円 

非会員
一般 2,500 円 3,000 円 

学生・院生 1,500 円 2,000 円 

４．大会参加について 

① 参加費等の支払いについて

 本大会では，事前申し込みは設定していません。大会参加と情報交換会の受付は，両

日とも午前 8 時 30 分から行います。 

② 昼食について

両日とも 11：30～13:00 に生協食堂が臨時営業いたします。また売店は，10：30～14:30

に営業いたします。その他，飲み物の自動販売機は随時利用可能です。

昼食を持参された方は，会員控室（N204）または各分科会会場（北校舎講義棟）でご

利用ください。なお，大学に隣接したコンビニエンスストアはありませんが，大学正門

を出た道を西に向かって徒歩約 5 分の場所に大手コンビニエンスストアが，大学北門を

出て 5 分の場所に食料品のコンビニエンスストアがあります。その他，徒歩 15 分圏内

にも昼食をとれるお店がたくさんありますが，観光客で混雑が予想されるため，大学生

協を利用されることをおすすめいたします。

 ゴミは，各階設置のゴミ箱あるいはゴミ袋へお願いします。信州大学はエコキャンパ

スをすすめておりますので，分別回収へのご協力をお願いいたします。ペットボトルは，

ラベルをはがしてから，ペットボトル用回収箱に入れてください。

③ 学会費の納入について

2015 年度及び過年度の学会費の納入は，大会までにお済ませいただきますようお願い

します。諸事情で納入がお済みでない会員の方は，当日，学会事務局受付において納入

をお願いします。

④ その他

 喫煙は指定場所でお願いします。大学内では指定の場所以外は，すべて禁煙となって

おりますので，ご協力をお願いします。
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５．発表会場の機材について 

○ すべての発表会場に，液晶プロジェクタとスクリーンが設置されています。

○ 入力ケーブルは，アナログ VGA 仕様（D-SUB15 ピン）です。

○ HDMI 等の出力端子のパソコンをご使用の方は，ご自身で変換アダプタを準備される

などの対応をお願いします。

○ Mac（iPad を含む），Microsoft Surface，タブレット，ミニノート等を使って発表す

る方は，ご自身で VGA ディスプレイアダプタをご持参ください。

○ コンピュータは準備していません。各自でご持参ください。

※ソフトウェア（Word，PowerPoint，Acrobat 等）のバージョンにより，表示がず

れる場合がありますので，大会実行委員会では用意しませんことをご了解ください。

○ 発表者は，打合せ前や休憩時間などに，各自で使用機器の接続などについて事前にチ

ェックしてください。準備時間も発表時間に含まれます。

○ コンピュータから音声を出力する場合は，スピーカーを各自でご持参ください。

○ 有線・無線とも，インターネットにアクセスできる環境は用意されておりません。必

要な方は，Wifi ルータ等を各自ご持参ください。

○ DVD や VHS 等のビデオデッキは，ご希望がありませんでしたので，用意いたしませ

ん。再生の必要がある方は，コンピュータの内蔵ドライブをご使用ください。

６．自由研究発表について 

○ 個人研究発表の発表時間は 30 分（発表 20 分，質疑 10 分），共同研究発表は 50 分（発

表 35 分，質疑 15 分）です。共同研究であっても口頭発表者が 1 人の場合は，個人研

究発表と同じ 30 分です。

○ 各分科会とも，発表と質疑の終了後，残り時間に応じて（最長で 12:00 まで）総括討

議を行います。原則として，発表者は総括討議が終了するまで分科会会場に在席して

ください。事情で途中退席される予定の発表者は，事前に司会者にその旨を伝えてお

いてください。

○ 発表者は，分科会の開始 10 分前に，発表会場で司会者と簡単な打ち合わせを行いま

すので，各分科会の会場にご集合ください。

○ 配付資料は，各自で 70 部を目安に印刷・コピーしてご持参ください。大会実行委員

会では印刷・コピーは致しません。発表当日に各分科会教室入口に置いてください。

資料の残部は，当日の自由研究発表終了後，３階階段脇のオープンスペースに特設し

た「論文交換コーナー」に置きますのでご活用ください。全日程終了後に処分いたし

ます。

○ 発表者の方は，発表要旨集の原稿の作成・提出をお願いします。詳細は大会ホームペ

ージをご覧ください。締切は 2015 年 8 月 10 日（月）必着です。
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７．定期総会 

9 月 19 日（土）13：00 から，東校舎５階の E504 教室で行います。 

会員のみなさまの参加をお願いいたします。 

８．公開シンポジウム  9 月 19 日（土）14：10～17：00，於：東校舎 E504 教室 

【テーマ】 少子・人口減少社会に求められる教育と教師教育のあり方

【提 案 者】 峯村 均 （長野県上水内郡信濃町立信濃小中学校長）

朝比奈一郎（青山社中（株）CEO） 

 三輪 晋一（長野県教育委員会義務教育課主幹指導主事）

【指定討論者】  玉井 康之（北海道教育大学釧路校教授）

【コーディネーター】 伏木 久始（信州大学学術研究院教育学系教授）

※当日，提案者，指定討論者，コーディネーターとの打合せを行いますので，12：10

までに，東校舎 E503 にお集まりください。 

９．課題研究，特別課題研究  9 月 20 日（日）13：00～16：00  

【課題研究Ⅰ】 教師教育学の独自性と方法論研究

（於：北校舎講義棟 N101 教室） 

【課題研究Ⅱ】 教師教育研究の国際化と比較研究の課題

（於：北校舎講義棟 N201 教室） 

【課題研究Ⅲ】 教師教育における実践性と高度化

（於：北校舎講義棟 N301 教室） 

【特別課題研究】 震災･学校危機と教師教育

（於：北校舎講義棟 N203 教室） 

○ 当日，司会者と報告者との打合せを行いますので，12：10 までに，各教室にお集

まりください。

○ 課題研究及び特別課題研究の報告者の方は，発表要旨集の原稿の作成・提出をお

願いします。

詳細は大会ホームページをご覧ください。締め切りは 8 月 10 日（月）です。

○ 当日配布資料がある場合は，事前に大会実行委員会にご相談ください。
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10．ラウンドテーブル  9 月 20 日（日）16：15～17：45 

【テーブルⅠ】 震災・学校危機と教師教育

－課題から学び，どのように展望をつくるか－

（於：北校舎講義棟 N203 教室） 

【テーブルⅡ】 高等学校における授業研究がもたらす新任教師の変容

（於：北校舎講義棟 N102 教室） 

【テーブルⅢ】 リアリスティックアプローチによる教師教育の実践

－大阪樟蔭女子大学の事例を中心として－

（於：北校舎講義棟 N202 教室） 

【テーブルⅣ】 教員養成における交流人事教員の役割

（於：北校舎講義棟 N302 教室） 

○ 大会 2 日目午後の課題研究及び特別課題研究の終了後，16：15～17：45 の時間

帯で，教師教育に関する自由な研究交流の広場（ラウンドテーブル）を設定しま

す。申込者は 16：15 から各会場で開始できるように，準備をお願いします。

11．ポスター発表 於：北校舎講義棟３階オープンスペース

大会参加者は大会中に自由にご覧ください。

12．論文交換コーナー  於：北校舎講義棟３階オープンスペース

 本大会でも，大会期間中に会員の皆様の執筆された論文を交換していただくコーナー

を設けます。ご自身の論文・報告書等の配布を希望される方は，大会会場にお持ちいた

だき，各自で同コーナーに置いてください。論文を入手されたい方は，お立ち寄りくだ

さい。

13．情報交換会  9 月 19 日（土）17：15～19：15，於：図書館２階視聴覚講義室 

会員相互の情報交換と親睦を深めるため，1 日目の夕方に，信州大学教育学部キャン

パス内の図書館２階視聴覚講義室にて情報交換会を開催します。地元産のワインや日本

酒をはじめ，各種お飲み物をご用意いたしますので，秋の信州の味覚を楽しんでいただ

きながら，交流を深めていただければ幸いです。多数のご参加をお待ちしております。

【参加費】 会員（一般） ： 3,000 円 

学生会員  ： 2,000 円 

非会員（一般）： 3,000 円 

学生非会員  ： 2,000 円 

※学生（院生を含む）の参加費の適

用は，専任として所属機関のない

学生・院生の場合に限ります。
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14．ベビーシッター（事前申込制…締め切りは 9月 15 日） 

 今大会では，小さなお子様をおもちの会員にもご参加いただけるよう，両日とも 8:30

から 17:30 まで，ベビーシッター（有資格者 2名）とサポーター役の学生が待機し，お子

さんをお預かりできるようにしました。ご希望の方は大会実行委員会まで事前にお申込み

ください。利用料は半日の場合は 500 円，一日（午前・午後）の場合は 1,000 円とします。 

ご連絡をいただいた方には申込用紙を返送いたしますので，必要事項をご記入いただい

て速やかにご返送ください。 お申込み受付→ jsste25@gmail.com（大会実行委員会） 

15．大会前日の理事会等のご案内 

（1）年報編集委員会 

9 月 18 日（金）14：30 から，善光寺宿坊「常智院」にて開催いたします。 

（2）新旧合同全国理事会

9 月 18 日（金）17：00 から，善光寺宿坊「常智院」にて開催いたします。 

※善光寺宿坊「常智院」へのアクセス

JR長野駅からバスで 10分：「善光寺大門」下車→徒歩約４分の善光寺参道脇にあります。

以下の URL にアクセスしてご確認ください。http://www.jochi-in.or.jp/access/index.php

16．宿泊のご予約について 

 本大会期間中に長野市内で開催予定の大きなイベントが重なっていることから，宿が

非常にとりにくくなっております。本大会実行委員会で確保したホテルはまだ空室があ

りますので，必要な方は大会 Web サイトにアクセスしていただき，8 月 21 日（金）ま

でにお申し込みください。それ以降は，各自でご手配ください。

17．連絡先 

第 25 回研究大会 Web サイト http://fkevin.jp/jsste25/ 
研究大会に関するお問い合わせは，実行委員会までメールでお願いします。

大会実行委員会・事務局 E-mail：jsste25@gmail.com 

◎大会実行委員長 信州大学学術研究院教育学系教授 三崎 隆

○大会事務局長 信州大学学術研究院教育学系教授 伏木 久始

TEL：026-238-4220（伏木研究室直通，FAX 自動切替） 

※8/3~8/17 は海外出張等で不在ですがメールでは対応可能です。 
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【会場案内】 

（１）キャンパスマップ 

③ 東校舎（Ｅ館） 公開シンポジウム，定期総会

⑤ 北校舎（Ｎ館） 課題研究，自由研究発表，ポスター発表，ラウンドテーブル

⑥ 図書館 情報交換会

⑦ 泉会館 生協食堂，売店，自動販売機

（２）キャンパスマップ（拡大） 
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（３）北校舎講義棟フロアガイド 

（４）東校舎フロアガイド 
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（５）泉会館（１階）フロアガイド （６）図書館（２階）フロアガイド 

（７）教室別タイムテーブル ☆斜線以外の空欄箇所は昼食や休憩にご利用ください 

9：00
～12：00

12：00
～13：00

13：00
～14：00

14：10
～17：00

17：15
～19：15

9：00
～12：00

12：00
～13：00

13：00
～16：00

16：15
～17：45

E504 定期総会
公開シンポ
ジウム

E503

N101 自由 第１ 自由 第11 打合せ→ 課題研究Ⅰ

N102 自由 第２ 自由 第12 打合せ→
ラウンドテー
ブルⅡ

N103 自由 第３ 自由 第13

N104 自由 第４ 自由 第14

N201 自由 第５ 自由 第15 打合せ→ 課題研究Ⅱ

N202 自由 第６ 自由 第16 打合せ→
ラウンドテー
ブルⅢ

N203 自由 第７ 自由 第17 打合せ→
特別課題研
究

ラウンドテー
ブルⅠ

N204

ホール

N301 自由 第８ 自由 第18 打合せ→ 課題研究Ⅲ

N302 自由 第９ 自由 第19 打合せ→
ラウンドテー
ブルⅣ

N303 自由 第10 自由 第20

N304

食堂 昼食 昼食

食堂前

図書館 ２
視聴覚
講義室 情報交換会

9月20日（日）

会員控室 会員控室

泉会館 １

東校舎 ５

北校舎

シンポ打合せ

校舎

建物
階 教室

9月19日（土）

大会本部，学会事務局 大会本部，学会事務局

１

２

３

自動販売機 自動販売機

ポスター発表，論文交換コーナー ポスター発表，論文交換コーナー
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9 月 19 日（土） 9：00～12：00 

自由研究発表 第１分科会

司会：油布 佐和子（早稲田大学） 樋口 直宏（筑波大学）

場所：北校舎講義棟 N101 教室 

9：00～9：30  大学と附属学校との連携・協働による

初任者研修システムの構築

－平成 25 年度・26 年度「G プラン」を中心に－ 

○田子 澄子(東京学芸大学）

9：30～10：20  新任期教員の力量形成と職場環境(2) 

○岡邑 衛（甲子園大学）

○菱田 準子（大阪市立成南中学校）

10：20～11：10  初任期教員の成長支援（１）

自律的で協同的な教師の育成

○和井田 節子（共栄大学）

○石原 陽子（プール学園大学）

11：10～11：40  初任期教員の成長支援（２）

若手教師の成長を支える校内体制づくり

～特別支援学校における試行的実施～

○鈴木 敏成（東京都立七生特別支援学校）

11：40～ 総括討議
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9 月 19 日（土） 9：00～12：00 

自由研究発表 第２分科会

司会：浜田 博文（筑波大学） 神永 典郎（白百合女子大学）

場所：北校舎講義棟 N102 教室 

9：00～9：30  教員養成のための地方小規模大学間の連携

－模擬授業交換会の実践を通して－

○齋藤 眞宏（旭川大学）

9：30～10：00 児童・生徒の想定外の応答に対処するための

基礎的活動としてのフラッシュ型教材の活用

－課題非従事行動への対処法に関する学部教育と

初任・若手期 OJT との連携に関する研究－ 

○山田 雅彦（東京学芸大学）

10：00～10：50  教員養成型 PBL 教育における対話的事例シナリオの 

到達点と課題

○森脇 健夫（三重大学）

○大日方 真史（三重大学）

10：50～11：40  ＜分かちあい＞方式の学習および研修への適用

－大学の教職科目での展開

また学校現場での活用からの実践研究－

○小島 勇（東京電機大学）

○野坂 秀樹（星槎大学・院生）

11：40～ 総括討議
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9 月 19 日（土） 9：00～12：00 

自由研究発表 第３分科会

司会：新井 保幸（淑徳大学） 金馬 国晴（横浜国立大学）

場所：北校舎講義棟 N103 教室 

9：00～9：30 教育実習前後の学生がもつ不安感と期待感の変化

−インタビュー調査の分析から− 

○伊井 義人（藤女子大学）

神保 光希（藤女子大学・院生）

9：30～10：00  小学校観察実習における学生の学びの軌跡

－教育実習への不安軽減に焦点をあてて－

○時田 詠子（群馬医療福祉大学）

10：00～10：30  「教える」ということへの学生の意識の変化

－実習前と実習後の視点の変化から－

○沼澤 清一（仙台白百合女子大学）

10：30～11：00  小学校における理科支援員と教員養成の関係性について

○石井 雅幸（大妻女子大学）

11：00～11：50  教育系学生の意識と行動

－新入生学習調査の分析を中心として－

〇早坂 めぐみ（東京学芸大学）

〇岩田 康之（東京学芸大学）

佐藤 千津（東京学芸大学）

半澤 礼之（北海道教育大学）

11：50～ 総括討議
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9 月 19 日（土） 9：00～12：00 

自由研究発表 第４分科会

司会：前田 一男（立教大学） 清水 康幸（青山学院短期大学）

場所：北校舎講義棟 N104 教室 

9：00～9：30  専門学校教員研究の枠組み構築にむけての一考察

－専門学校教育の特徴と教員との関係に注目して－

○瀧本 知加（東海大学）

9：30～10：00  岐路に立つ道徳教育に対応する教師教育の方法に関する考察

－ディスカッションを重視した「道徳の指導法」実践報告－

○坪井 龍太（東洋英和女学院大学）

10：00～10：30  教師教育における「自己否定」に関する理論的考察

－教師の自己肯定と自己否定の問題を中心に－

○田上 哲（九州大学）

10：30～11：00  教師教育者の専門性とは何か：リフレクションの視点から

○山辺 恵理子（東京大学）

11：00～11：30  恵那の生活綴方教育と教師教育の課題

－石田和男の教師論を手がかりに－

○佐藤 隆（都留文科大学）

11：30～ 総括討議
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9 月 19 日（土） 9：00～12：00 

自由研究発表 第５分科会 

 

司会：鎌田 和宏（帝京大学） 森山 賢一（玉川大学） 

場所：北校舎講義棟 N201 教室 

 

9：00～9：50  小学校教師は，今！ 

－「小学校教師の意識についてのアンケート」にみる 

現状と課題－ 

○増田 修治（白梅学園大学） 

○三石 初雄（帝京大学） 

 

9：50～10：40  「自律条件」時代における教員の自律性論の再構築 

－ボトムアップ型チームづくりに関わった 

教員の変容の分析を通して－ 

○中村 映子（スクールカウンセラー） 

○水本 徳明（同志社女子大学） 

 

10：40～11：30  子どもが「生きる場」としての共生的環境 

○佐島 群巳（星槎大学） 

○根本 徹（東京学芸大学附属小金井小学校） 

小堂 十（星槎大学・院生／杉並区立久我山小学校） 

 

11：30～  総括討議 
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9 月 19 日（土） 9：00～12：00 

自由研究発表 第６分科会

司会：関川 悦雄（日本大学） 齋藤 和貴（東京学芸大学附属小金井小学校）

場所：北校舎講義棟 N202 教室 

9：00～9：30  「学習指導技量」評定項目の有用性に関する研究

○三山 緑（岐阜聖徳学園大学）

9：30～10：00  授業で物語を読むということ

－小学校の国語の授業分析を通じて－

○安江 紗那子（東京大学・院生）

10：00～10：30  教師発言の分析による授業展開の解釈とその明示化

－ドイツ・ギムナジウムの政治教育の事例分析－

○的場 正美（東海学園大学）

10：30～11：20  授業における教師のインターベンションを支える

「見とり」に関する研究

○大和 真希子（福井大学）

○松友 一雄（福井大学）

11：20～ 総括討議
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9 月 19 日（土） 9：00～12：00 

自由研究発表 第７分科会

司会：土屋 基規（神戸大学名誉教授） 赤星 晋作（広島市立大学）

場所：北校舎講義棟 N203 教室 

9：00～9：30  教員養成課程において「学級経営の方法」を修得させることを

目指した講義内容と講義方法の提案

○大前 暁政（京都文教大学）

9：30～10：00  学校経営改革における管理職のリーダーシップと

若手教師への支援

－規範意識の可視化を通した学級改善への考察－

○青木 一（信州大学）

10：00～10：30  教師分析と学級経営からみる教師の成長に関する研究

－Action Research の視点から－ 

○川上 知子（佐賀市立城南中学校）

10：30～11：00  学校改革を持続させる条件 -元校長の役割に焦点を当てて- 

○内山 仁（福岡国際大学）

11：00～11：30  学校経営への参画を促す体制づくり

－教員研修における「エンパワーメント」の可能性－

○熊丸 真太郎（島根大学）

11：30～ 総括討議
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9 月 19 日（土） 9：00～12：00 

自由研究発表 第８分科会 

 

司会：藏原 清人（工学院大学名誉教授） 島田 希（高知大学） 

場所：北校舎講義棟 N301 教室 

 

9：00～9：30  教員の異動後の適応に関する研究 

○町支 大祐（青山学院大学） 

 

9：30～10：00  メンタリングを通した新任教員の授業実践上の変化 

   －全体指導と個別指導の関係性に着目して－ 

○田中 あかり（九州大学・院生） 

 

10：00～10：50  学び合う組織づくりに果たす教師教育研究者の役割 

～校内授業研究へのかかわりを通して～ 

○坂田 哲人（青山学院大学） 

○中田 正弘（帝京大学） 

町支 大祐（青山学院大学） 

脇本 健弘（東京大学） 

 

10：50～11：20  中学校における組織的メンタリングと 

学校環境の関係に関する研究 

○脇本 健弘（東京大学） 

町支 大祐（青山学院大学） 

讃井 康智（東京大学） 

中原 淳（東京大学） 

   

11：20～  総括討議 
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9 月 19 日（土） 9：00～12：00 

自由研究発表 第９分科会

司会：小柳 和喜雄（奈良教育大学） 吉岡 真佐樹（京都府立大学）

場所：北校舎講義棟 N302 教室 

9：00～9：30  教育実習における実習生と生徒の互恵的成長

－アクティブ・ラーニングに基づく英語授業を通して－

○小嶋 英夫（文教大学）

9：30～10：00  大学英語授業での協同学習の実践

－言語文化アプローチを指標に－

○吉野 康子（順天堂大学）

伏木 久始（信州大学）

10：00～10：30  教師教育のグローバル化対応

：教師教育における有意性の高い国際連携の設計と実践評価

○百合田 真樹人（島根大学）

10：30～11：20  グローバル化に対応した教員養成

－教職大学院の現状とその役割－

○長島 明純（創価大学）

〇宮崎 猛（創価大学）

11：20～ 総括討議
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9 月 19 日（土） 9：00～12：00 

自由研究発表 第 10 分科会 

司会：森 透（福井大学） 谷田 増幸（兵庫教育大学）

場所：北校舎講義棟 N303 教室 

9：00～9：30  教師教育における「実務家教員」の関わりについて

○攪上 哲夫（東洋大学・院生）

9：30～10：00  学校教育におけるマナー指導の現場と教師教育

○柴崎 直人（岐阜大学）

10：00～10：50  教職大学院における「理論と実践」に関する研究

○冨田 福代（大阪教育大学）

○浦野 東洋一（帝京大学）

○杉本 真理子（帝京大学）

10：50～11：40  アカデミック・スタンダードと教師育政策

～アメリカ教育改革の最新動向～

○梅澤 収（静岡大学）

〇成松 美枝（聖隷クリストファー大学） 

〇櫻井 直輝（東京大学・院生／日本学術振興会特別研究員） 

〇梅澤 希恵（東京大学・院生） 

〇津田 昌宏（東京大学・院生）

11：40～ 総括討議
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9 月 19 日（土） 13：00～14：00，17：15～19：15 

第 25 回 定期総会 

日 時： 2015 年 9 月 19 日（土）13：00～14：00 

場 所： 信州大学教育学部 E504 教室（東校舎 5 階） 

議案予定： 

1. 開会の辞

2. 第 25 回大会実行委員長挨拶

3. 学会会長挨拶

4. 議長選出

5. 報告事項

（1） 会務報告

（2） 年報編集委員会報告

（3） 研究委員会報告

（4） 国際交流委員会報告

（5） 2014 年度会計報告及び監査報告

（6） その他

6. 審議事項

（1） 2015 年度予算に関する件

（2） 今後の活動計画に関する件

（3） 新役員承認に関する件

（4） 2016 年度第 26 回研究大会会場に関する件

（5） その他

7. 議長解任

8. 連絡事項

9. 閉会の辞

情報交換会 

会員相互の情報交換と親睦を深めていただきたく，2015 年 9 月 19 日（土）17：15 か

ら，図書館２階視聴覚講義室にて行います。多数のご参加をお待ちしております。
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9 月 19 日（土） 14：10～17：00 

公開シンポジウム 

【テーマ】少子・人口減少社会に求められる教育と教師教育のあり方

 今や人口減少問題は地方の過疎地の問題のみならず，国の社会的な制度や地方コミュニ

ティーの存続にかかわる重要な政治課題にもなっている。こうした状況において，特に地

方の中山間地では，少子化に伴い学校統廃合をやむなく受け容れて学校の教育環境を維持

することを優先してきたが，さらに学校の小規模化，学級の少人数化が進行している。こ

うした状況において，学校教育をめぐる諸制度や教育環境の見直し，少人数学級を生かし

た授業方法等が検討されている。

 本大会の公開シンポジウムでは，少子・人口減少社会にどう向き合い，次代を担う子ど

もたちの教育をどのように考えていくのか，そしてその大事な仕事に挑む教師たちをどの

ように育て，どのように応援していくのかを様々な立場から考え合う機会としたい。

日 時： 2015 年 9 月 19 日（土）14：10～17：00 

場 所： 信州大学教育学部 E504 教室（東校舎 5 階） 

提 案 者 峯村 均 （長野県上水内郡信濃町立信濃小中学校長）

朝比奈一郎（青山社中（株）CEO） 

三輪 晋一（長野県教育委員会義務教育課主幹指導主事）

指定討論者 玉井 康之（北海道教育大学釧路校教授）

コーディネーター 伏木 久始（信州大学学術研究院教育学系教授）
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9 月 20 日（日） 9：00～12：00 

自由研究発表 第 11 分科会 

 

司会：辻野 けんま（上越教育大学） 中田 麗子（ベネッセ教育総合研究所） 

場所：北校舎講義棟 N101 教室 

 

9：00～9：30  タイにおける「実践研究者としての教員」の養成 

○牧 貴愛（広島大学） 

 

9：30～10：00  多文化共生をめざす教師教育カリキュラムの開発 

－米国における多文化教師教育研究からの示唆－ 

○金井 香里（武蔵大学） 

 

10：00～10：30  中国の大学における小学校教員養成カリキュラムの 

 類型に関する研究 

   －総合モデルと分科モデルを中心に－ 

○高 慧珠（広島大学） 

 

10：30～11：00  米国マサチューセッツ州における学校改善と教員評価の検討 

   －学校と教職員のキャパシティ・ビルディングに 

焦点をあてて－ 

○黒田 友紀（日本大学） 

 

11：00～11：30  教師の Technological Pedagogical Content Knowledge の 

育成に関する研究 

○小柳 和喜雄（奈良教育大学） 

 

11：30～  総括討議 
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9 月 20 日（日） 9：00～12：00 

自由研究発表 第 12 分科会 

司会：佐島 群巳（星槎大学） 志村 聡子（立正大学）

場所：北校舎講義棟 N102 教室 

9：00～9：30  「プログラムデザイン曼荼羅図」を活用した授業分析を通して

○小堂 十（星槎大学・院生／杉並区立久我山小学校）

9：30～10：00  子ども・子育て支援新制度下の保育士・幼稚園教諭養成課程

○内田 千春（共栄大学）

10：00～10：50  幼稚園教諭をめぐる諸問題（３）

－幼稚園教員の養成と資質向上の課題－

○藏原 三雪（横浜創英大学）

○内海﨑 貴子（川村学園女子大学）

池田 政子（山梨県立大学）

10：50～11：40  ビオトープの教育資源活用に関する研究（その２）

―乳幼児の感性を育てる環境教育― 

○根本 徹（東京学芸大学附属小金井小学校）

○小堂 十（星槎大学・院生／杉並区立久我山小学校）

佐島 群巳（星槎大学）

11：40～ 総括討議
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9 月 20 日（日） 9：00～12：00 

自由研究発表 第 13 分科会 

司会：青木 一（信州大学） 新井 清規（長野市立芋井小学校）

場所：北校舎講義棟 N103 教室 

9：00～9：30  民間教育機関との協働による

若手教員の授業力向上研修プログラムの開発

～指導場面の映像教材を用いたアクティブラーニング～

○小林 祐一（沖縄女子短期大学）

9：30～10：00 教師のネットワークと授業改善

－中学校家庭科教師同士の関係に着目して－

○兼安 章子（九州大学・院生／福岡教育大学附属小倉中学校）

10：00～10：30  健康的な社会環境づくりに向けた

「市民性」と「実践力」の育成の試み

○赤田 信一（静岡大学）

10：30～11：20  へき地・小規模校における校内研究の現状と課題

－北海道における事例調査を通して－

○深見 智一（北海道鶴居村立幌呂小学校）

○津田 順二（北海道教育大学）

11：20～ 総括討議
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9 月 20 日（日） 9：00～12：00 

自由研究発表 第 14 分科会 

司会：岩田 康之（東京学芸大学） 久保 富三夫（帝塚山学院大学）

場所：北校舎講義棟 N104 教室 

9：00～9：30  『日本之小学教師』にみる教師文化の形成と不良教師の登場

～明治・大正期を中心に～

○田中 卓也（共栄大学）

9：30～10：00  指導改善研修の実際から「教員問題」を考察する

－新しい段階としての教員支配・教員管理－

○芦名 猛夫（京都橘大学）

10：00～10：30  「校内暴力」と教師達の認識・実践・影響に

関する研究（その２）

－1941-45 年出生埼玉県公立中学校教師を事例として－ 

○佐藤 良（立教大学・研究生）

10：30～11：00  在職中に視覚障害となった教師の復職過程

○中村 雅也（立命館大学）

11：00～11：30  教師レジリエンスに関する研究動向

○森 久佳（大阪市立大学）

小柳 和喜雄（奈良教育大学）

木原 俊行（大阪教育大学）

11：30～ 総括討議
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9 月 20 日（日） 9：00～12：00 

自由研究発表 第 15 分科会 

司会：高旗 浩志（岡山大学） 山辺 恵理子（東京大学）

場所：北校舎講義棟 N201 教室 

9：00～9：30  教職課程における学生の面接指導に関する研究

～大阪市立大学のカルテ面接の事例から～

○藤原 靖浩（大阪市立大学）

9:30～10：00  教員の資質能力の向上方策に関する考察

－教職員に対する意識調査を基にして－

○當山 清実（兵庫教育大学）

10：00～10：30  最近の教育政策における教員問題

－教員の役割をどう考えているか－

○蔵原 清人（工学院大学名誉教授）

10：30～11：00  「教員の地位に関する勧告」における専門職の理念の再検討

～勧告草案，68 年各国政府への質問書， 

70 年 CEART 報告書を素材に～ 

○山田 寛太（学習塾講師）

11：00～11：50  教職課程設置公私立大学における

大学教職員の専門性開発に関する研究

－FD・SD アンケート調査対象大学から得られる示唆－ 

○張 揚（北海道大学）

○三石 初雄（帝京大学）

11：50～ 総括討議
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9 月 20 日（日） 9：00～12：00 

自由研究発表 第 16 分科会 

司会：玉井 康之（北海道教育大学） 森脇 健夫（三重大学）

場所：北校舎講義棟 N202 教室 

9：00～9：30 生徒指導実践力を身に付けるための教育ボランティア

－学生による教科学習支援員制度をとおして－

○前田 善仁（東海大学）

9：30～10：00 「酪農家民泊体験実習」プログラムを通じた大学生の

 知識構造の変化と将来展望形成

○半澤 礼之（北海道教育大学釧路校）

宮前 耕史（北海道教育大学釧路校）

10：00～10：50  ＜震災体験を継承・学ぶ意味と課題＞

－東日本大震災・福島原発問題に直面した学校・教師から学ぶ

＜学生主体のグループ学習＞／履修学生・授業アドバイザー

(SA)4 年間の学びの検証，課題－ 

○立川 琢也（東京電機大学・学生）

○伊藤 秀晃（東京電機大学・学生）

○有馬 明李（東京電機大学・学生）

○小島 勇（東京電機大学）

10：50～11：40  「教職の意義等に関する科目」に対する学生の志向と課題

○腰越 滋（東京学芸大学）

○林 尚示（東京学芸大学）

11：40～ 総括討議
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9 月 20 日（日） 9：00～12：00 

自由研究発表 第 17 分科会 

司会：田上 哲（九州大学） 中田 正弘（帝京大学）

場所：北校舎講義棟 N203 教室 

9:00～9：50 「学校教育体験実習Ⅰ・Ⅱ」に関する実践研究２

－学生と教員に対するアンケート調査

及びテキストマイニングから－

○小澤 熹（東北女子大学）

○山﨑 祥子（東北女子大学）

○崎野 三太郎（東北女子大学）

○吉田 裕美子（東北女子大学）

9：50～10：40  教員を目指す学生による「学校現場体験」の再検討

－静岡大学と愛知東邦大学の実践を事例として－

◯長谷川 哲也（静岡大学）

○菅野 文彦（静岡大学）

○今津 孝次郎（愛知東邦大学）

10：40～11：30  学校インターンシップは実践的指導力を涵養するのか？

－教員採用試験や教職アスピレーションとの関係を中心に－

○原 清治（佛教大学）

○堀出 雅人（華頂短期大学）

○芦原 典子（佛教大学・非常勤）

11：30～ 総括討議
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9 月 20 日（日） 9：00～12：00 

自由研究発表 第 18 分科会 

 

司会：和井田 節子（共栄大学） 池上 徹（関西福祉科学大学） 

場所：北校舎講義棟 N301 教室 

 

9：00～9：30  中核市における校外初任者研修プログラムの検討 

～市民性を育む研修プログラムを中心に～ 

○大橋 保明（名古屋外国語大学） 

 

9：30～10：00  指導主事による校内研究活性化のための指導モデルの開発 

－秋田県と福井県に焦点を当てて－ 

○千々布 敏弥（国立教育政策研究所） 

 

10：00～10：50  教員の行政研修に関する全国的傾向 

－各都道府県及び政令指定都市が行う 

研修実態の分析を通して－ 

○田邉 良祐（筑波大学・院生） 

○大西 圭介（筑波大学・院生） 

○牧瀬 翔麻（筑波大学・院生） 

 

10：50～11：40  学校研究の発展に資する教育委員会指導主事の 

 役割モデルの開発 

○島田 希（高知大学） 

○木原 俊行（大阪教育大学） 

○寺嶋 浩介（大阪教育大学） 

 

11：40～  総括討議 
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9 月 20 日（日） 9：00～12：00 

自由研究発表 第 19 分科会 

司会：高野 和子（明治大学） 西永 兼康（長野清泉女学院中学・高等学校）

場所：北校舎講義棟 N302 教室 

9：00～9：30  中高一貫教育校におけるグローバル・リーダーの育成

～教科横断型校内研究の推進とコーチング理論の導入～

○西田 寛子（岡山県立岡山操山中学校）

9：30～10：00  青年教師の成長と教員養成課程の課題

－授業づくり，学級づくりの実践事例－

○小池 由美子（埼玉県立川口北高等学校）

10：00～10：30  高校教師のライフコースにみる専門性発達とその特徴

○計良 智子（東洋大学・院生）

10：30～11：00  高等学校に勤務する経験者教師及び初任期の教師の教職への

コミットメントは何によってもたらされているのか

○山口 晴敬（北海道大学・院生）

11：00～11：30  高校教育の成果と求められる教師の資質能力

○南本 長穂（関西学院大学）

11：30～ 総括討議
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9 月 20 日（日） 9：00～12：00 

自由研究発表 第 20 分科会 

司会：内山 隆（北海道教育大学） 藤井 善章（信州大学）

場所：北校舎講義棟 N303 教室 

9：00～9：30  信州大学教育学部「教職実践演習」のコース別演習

－社会科教育コースを例に－

○藤﨑 聖也（信州大学）

9：30～10：00  実践力をはぐくむことをめざした教職実践演習の指導実践報告

○菅 達徳（明治大学付属中野中・高校）

10：00～10：30  教員養成の質保証に向けた

教職実践演習のモデル開発に関する研究（１）

○米沢 崇（広島大学）

久保 研二（島根大学）

宮木 秀雄（山口学芸大学）

10：30～11：20  現職段階を見据えた教師教育実践のあり方にかんする一考察

：教職実践演習における実践例から

○村井 尚子（大阪樟蔭女子大学）

○坂田 哲人（青山学院大学）

11：20～ 総括討議
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9 月 19 日（土）～20 日（日） 

ポスター発表

場所：北校舎講義棟３階オープンスペース

岡山大学教育学部家政教育講座における

小学校の教科に関する科目「初等家庭科内容研究」の実践と評価

－教科教育・教科内容・教育実習の関連を図った

教員養成家庭科カリキュラム構築の試み（５）－

○篠原 陽子（岡山大学）

○佐藤 園（岡山大学・院生）



38 

9 月 20 日（日） 13：00～16：00 

課題研究，特別課題研究

課題研究Ⅰ「教師教育学の独自性と方法論研究」

【テーマ】今日の教員養成・研修政策と研究の課題

－教師教育学の独自性と方法論研究の方向をめぐって－

日 時： 2015 年 9 月 20 日（日）13：00～16：00 

場 所： 北校舎講義棟 N101 教室 

司 会： 蔵原 清人（工学院大学名誉教授）

報 告：

１．関川 悦雄（日本大学）

２．望月 耕太（神奈川大学）

３．山崎 奈々絵（聖徳大学）

課題研究Ⅱ「教師教育研究の国際化と比較研究の課題」

【テーマ】教職をめぐる課題の変化と教師教育

－国際比較研究の観点から－

日 時： 2015 年 9 月 20 日（日）13：00～16：00 

場 所： 信州大学 北校舎講義棟 N201 教室 

司 会： 吉岡 真佐樹（京都府立大学）

佐藤 千津（東京学芸大学）

報 告：

１．百合田 真樹人（島根大学）

２．庄井 良信（北海道教育大学）

３．矢野 博之（大妻女子大学）
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9 月 20 日（日） 13：00～16：00 

課題研究，特別課題研究

課題研究Ⅲ「教師教育における実践性と高度化」

【テーマ】教師教育における「実践性」と「高度化」

－その論点と課題－

日 時： 2015 年 9 月 20 日（日）13：00～16：00 

場 所： 北校舎講義棟 N301 教室 

司 会： 木内 剛 （成蹊大学）

岩田 康之（東京学芸大学）

報 告：

１．岩田 康之（東京学芸大学）

２．田中 光晴（東北大学）

３．盛藤 陽子（東京大学・院生）

特別課題研究「震災・学校危機と教師教育」

【テーマ】震災・学校危機と教師教育（シンポジウム）

日 時： 2015 年 9 月 20 日（日）13：00～16：00 

場 所： 北校舎講義棟 N203 教室 

司 会： 和井田 節子（共栄大学）

シンポジスト：

１．鈴木 久男（長野県上田市塩田公民館／元・栄村立北信小学校長）

２．日野 彰 （福島県楢葉町立楢葉中学校）

３．諏訪 清二（兵庫県立松陽高等学校）

指定討論者：

１．瀧野 揚三（大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター）

２．岩切 昌宏（大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター）
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9 月 20 日（日） 16：15～17：45 

ラウンドテーブル

ラウンドテーブルⅠ： 北校舎講義棟 N203 教室 

テーマ：震災・学校危機と教師教育－課題から学び，どのように展望をつくるか－

特別課題研究「震災・学校危機と教師教育」の論議を踏まえ，さらにパネリスト報告か

ら課題理解を深め，参加者と共に今後の展望を検討していく。本ラウンドテーブルでは，

ワークショップも取り入れ，参加者相互の共通理解を図りながら，震災体験の継承の意義，

教師教育研究における課題なども示していきたい。

企画者： 小島 勇 （東京電機大学）

和井田節子（共栄大学）

三石 初雄（帝京大学）

報告者： 鈴木 久男（長野県上田市塩田公民館／元・栄村立北信小学校長）

日野 彰 （福島県楢葉町立楢葉中学校）

菊池ゆかり（福島県浅川町立浅川小学校）

諏訪 清二（兵庫県立松陽高等学校）

瀧野 揚三（大阪教育大学）

岩切 昌宏（大阪教育大学）

運営協力：立川 琢也（東京電機大学・学生）

伊藤 秀晃（東京電機大学・学生）

有馬 明李（東京電機大学・学生）

他学生
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9 月 20 日（日） 16：15～17：45 

ラウンドテーブル

ラウンドテーブルⅡ： 北校舎講義棟 N102 教室 

テーマ：高等学校における授業研究がもたらす新任教師の変容

授業研究を基軸とした専門家共同体を立ち上げる挑戦をしている公立高等学校に赴任し

た新任教師たちが，校内の授業研究に参加することを通して，教師としての授業観，子ど

も観等において，どのような変容を経験したのかを，新任教師自身による語りと，彼・彼

女らを支えた先輩教師による語り，授業研究にかかわった研究者による語りから，明らか

にすることを試みる。 発表を通して，教師教育における専門家共同体ならびに授業研究の

重要性と意味を照射するとともに，教師研究と授業研究における多層な語りのもつ可能性

について問題提起することを試みる。

高井良健一（東京経済大学）     － 企画者・司会者

小島 武文（埼玉県立新座高等学校） － 提案者

高石 昂 （埼玉県立新座高等学校） － 提案者

福泉 志織（埼玉県立新座高等学校） － 提案者

金子 奨 （埼玉県立新座高等学校） － コメンテーター

吉田 友樹（埼玉県立新座高等学校） － コメンテーター

岩田 一正（成城大学） － コメンテーター

齋藤 智哉（國學院大學） － コメンテーター

木村 優 （福井大学） － コメンテーター
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9 月 20 日（日） 16：15～17：45 

ラウンドテーブル

ラウンドテーブルⅢ： 北校舎講義棟 N202 教室 

テーマ：リアリスティックアプローチによる教師教育の実践

－大阪樟蔭女子大学の事例を中心として－

本ラウンドテーブルでは，大阪樟蔭女子大学における教育実践を題材として，『リアリス

ティックアプローチ』による教師教育の意義や，日本におけるそのあり方，具体的な展開

方法について検討を進めていくことを目的としている。

『リアリスティックアプローチ』は，Korthagen(2001)によって，新しい教師教育の考

え方として提唱され，新しい教師教育のあり方（アプローチ）として耳目を集めているが，

日本をはじめとしてその実践例の蓄積は未だに少ない状況にあり，その効果のほどは未知

数である。それゆえ，この時期において様々な観点から広く検討が進められることは，リ

アリスティックアプローチのみならず，翻って日本の教師教育のあり方を相対的に評価す

るという意味においても重要なことであると考えられる。

大阪樟蔭大学では，学内外の複数の教員がチームを組みリアリスティックアプローチの

実践に取り組んできた。本ラウンドテーブルでは，その実際を報告するとともに，その一

端をワークショップ形式で提供する。その後，報告内容をベースとしたディスカッション

を進める予定である。

企画者・報告者：村井 尚子（大阪樟蔭女子大学）

報告者：濱谷 佳奈（大阪樟蔭女子大学）

中山 美佐（大阪樟蔭女子大学）

山本 一成（大阪樟蔭女子大学）

小野寺 香（大阪樟蔭女子大学）

坂田 哲人（青山学院大学）
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9 月 20 日（日） 16：15～17：45 

ラウンドテーブル

ラウンドテーブルⅣ： 北校舎講義棟 N302 教室 

テーマ：教員養成における交流人事教員の役割

教員養成学部における教員養成の改善と充実，教職大学院における理論と実践の架橋に

よる指導方法・内容の拡充，大学と教育委員会の連携協働による教員養成・採用・研修の

一体化等，教員養成改革の動きの中で，実務家教員に期待が寄せられている。その実務家

教員の中に，大学と教育委員会との人事交流制度に基づき，期限付きで派遣される交流人

事教員が全国各地で，それぞれに課せられた使命・職責を果たすべく，活動している。

 本ラウンドテーブルでは，交流人事教員としての配属先，配属職階や任期終了後の関わ

り等の異なる複数の発表者が，それぞれの違いを踏まえ，交流人事教員が果たすべき役割

や，貢献できること等を発表する。

企画者  ：藤井 善章（信州大学）

共同研究者：霜川 正幸（山口大学）

ゲストスピーカー：

神居 隆 （秋田大学）

静屋 智 （山口大学）

吉村 嘉文（岐阜大学）
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２
０
ペ
ー
ジ
・

５
４
０
０
円
（
税
込
）　

※
分
売
不
可

　

故
中
村
一
雄
先
生
が
『
長
野
県
教
育
史
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
た
こ
ろ

か
ら
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
が
「
信
州
教
育
と
は
な
に
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
貴
重
な
教
育
史
の
資
料
を
豊
富
に
掲
載
し
，
先
生
方
だ
け
で
な
く
一
般
の
方

に
も
読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
平
易
な
文
体
で
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ

た
、
先
生
の
生
涯
に
わ
た
る
研
究
の
集
大
成
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
室
か
ら
の
改
革
を
求
め
て
　

信
州
教
育
へ
の
提
言　

１
９
７
０
―
２
０
０
２

著
者
：
稲
垣
忠
彦
・
四
六
判
・
２
７
０
ペ
ー
ジ
・
１
８
９
０
円
（
税
込
）

　

著
者
の
３
０
余
年
に
わ
た
る
信
州
で
の
講
演
と
論
文
を
収
め
た
。
現
代
の
教
育

の
課
題
か
ら
み
て
、
受
け
継
ぐ
べ
き
信
州
教
育
の
内
容
は
何
か
。
学
校
を
ど
う
改

め
、
教
師
は
ど
の
よ
う
に
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
鋭
く
熱
く
語
っ
て
い

る
。
職
員
室
で
ぜ
ひ
読
み
あ
っ
て
ほ
し
い
本
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

川
田
殖
講
演
集
①
〜
③

著
者
：
川
田
殖
・
Ｂ
６
判
・
各
巻
約
２
０
０
ペ
ー
ジ
・
ケ
ー
ス
入
り
３
冊
セ
ッ
ト
・

４
０
１
２
円
（
税
込
）

　

川
田
殖
先
生
の
信
州
各
地
の
教
育
会
で
の
講
演
を
ま
と
め
た
講
演
集
三
冊
を
、

著
者
に
よ
る
注
を
新
た
に
加
え
、
待
望
の
復
刊
。
初
版
発
行
か
ら
お
よ
そ
３
０
年

の
時
を
越
え
、
今
な
お
現
代
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
の
胸
に
迫
る
言
葉
の
数
々
。

教
育
の
神
髄
を
真
摯
に
温
か
く
語
る
。
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